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排出削減目標設定での動向

飼料での「見える化」の動き

目次

畜産での「見える化」の動き
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SBTi長期目標「ネットゼロ・スタンダード」の承認枠組み

Source: SBTi
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食品関連を含め新たにFLAG目標の設定が義務化

Source: CDP
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土地利用変化・土地管理・炭素除去で個別目標設定

Source: CDP
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畜産では原単位でのFLAG目標設定が必要になった

Source: CDP

畜産は飼料を含む



Neural Inc. All rights reserved.7

（参考）品目毎の原単位削減率目標水準

Source: CDP
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排出削減目標設定での動向

目次

畜産での「見える化」の動き

飼料での「見える化」の動き
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FAOのGlobal Livestock Environmental Assessment Model（GLEAM）

Source: FAO
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FAOが2023年12月に発行した削減パスウェイ

Source: FAO (2023)
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削減プランは広範に及ぶ。消化管内発酵メタンだけではない

Source: FAO (2023)
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削減プランは広範に及ぶ。消化管内発酵メタンだけではない

Source: FAO (2023)
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国際酪農連盟（IDF）の2022年策定ガイドライン
「酪農乳業セクターのためのCFP IDF グローバル・スタンダード」

Source: IDFをもとにJミルク訳
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集乳と乳製品加工での指針

Source: IDFをもとにJミルク訳

システム境界は、集乳・加工システム内の関連のあるプロセスを包含しており、以下のものから
生じる GHG 排出量を含むことが望ましい（ただし、これらに限定されるものではない）。
 
• 農場ゲートから加工工場までの生乳の輸送と工場間の製品輸送
• 上記の輸送に関連するGHG排出を伴うエネルギー使用
• GHG排出を伴う工程を経て作られたエネルギーキャリアの消費（例えば、バイオベ ース電気

および化石電気、天然ガスおよびバイオ燃料）
• 加工、生産、配送および操作材料の消費に起因する放出（例えば、冷媒の放出）
• 現場での淡水利用
• 乳加工段階の廃水処理から発生するCH4およびN2O排出を含む廃水処理（工場内または工場

外、またはその両方）
• 包装材、フードロス、補助資材の廃棄物処理（埋立地からのCH4排出が含まれる） 
• 例えば、塩、砂糖、酵素、果物などの原材料（生産および輸送による上流での排出が含まれ

る） 
• 乳製品を製造するための補助材料。これには化学物質、冷却剤、洗浄剤、包装材料などが含

まれる。包装については、一次包装を含めることを勧める。購入した包装材料、 乳製品の実
際の包装に由来するエネルギー・水・廃棄物、およびプロセス中で廃棄された包装材料の処
理による影響は、乳製品加工ライフサイクル段階に含める必要がある。乳製品の保管・熟成
中に生じた再包装もこの段階に含まなければならない。 

• 乳加工プロセスにおけるフードロスは、カーボンフットプリントの物質収支の算定に含める
ことが望ましい。
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2021年に「Pathways to Dairy Net Zero」イニシアチブ発足

Source: Pathways to Dairy Net Zero

日本乳業協会も加盟している
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テトラパックは2023年に「乳製品加工タスクフォースを発足」

Source: Tetra Pak
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排出削減目標設定での動向

目次

畜産での「見える化」の動き

飼料での「見える化」の動き
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米国大豆輸出協会（USSEC）の発表

Source: USSEC
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USSECはグローバル飼料LCA協会（GFLI）の方法論を活用

Source: USSEC
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GFLIデータの参照元

• GFLIでは、飼料のLCA実施に関する詳細要件を定義した欧州委員会策定の「飼料製品
環境フットプリント区分規則（PEFCR）」の枠組みとルールを基本採用。

出典： GFLI
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GFLIのバウンダリー

• LCAでは、飼料原料のライフサイクルにおける資源の利用と汚染物質の排出を評価。

出典： GFLI

測定対象
• 飼料原料の生産に関連する一次生産（農業および漁業）、加工、輸送

対象外
• マーケティング、出張、通勤、農場での生活等、物理的な生産活動に直接関係しない活動
• 特定の飼料原料の使用が家畜のパフォーマンスに与える影響（飼料添加物の使用等）
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（参考）GFLIのメソドロジー

Source: GFLI
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